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※土曜日の番組は、第２・第４土曜のみ
　午前７時30分から全チャンネルで放送
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　ルで午前10時･午後１時･６時･９時から)
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　場合もあります。

平
成
14
年
２
月
末
現
在

2191世帯（－6） 7387人（－4）

3608人（－5） 3779人（＋1）
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診療所　午後

　　　　　（PM７：30まで）

診療所　午後　外科

　　　　　 0まで） 町民課窓口業務時間延長
　　　　　（PM７：30まで）

　　　　　（PM７：30まで）

補聴器相談日（PM１：30～２：00）

診療所　午後　整形外科
補聴器相談日（PM１：30～２：00）PM１：30～２：00）

診療所　午後　整形外科

診療所　午後　整形外科

補聴器相談日（AM10：00～10：30）

補聴器相談日（AM10：00～10：30）

補聴器相談日（AM10：00～10：30）

補聴器相談日（AM10：00～10：30）

補聴器相談日（AM10： ～ ：30）

診療所　日曜診療日

法律相談所開設（就業改善センター）

こども放送局（就業改善センター）
国民の休日

こども放送局（就業改善センター）

こども放送局（就業改善センター）

診療所振替休日

八石ハイキング
みどりの日

参議院新潟県選出議員　補欠選挙

成人式
憲法記念日

こどもの日

振替休日

　
母
子
草
に
は
モ
チ
バ
ナ
、
モ
チ

ヨ
モ
ギ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
ヨ
モ
ギ
と
い

う
別
名
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

か
つ
て
母
子
草
の
若
芽
を
摘
ん
で

草
も
ち
を
つ
く
っ
て
い
た
た
め
で
、

桃
の
節
句
に
は
祝
い
の
意
味
を
こ

め
て
つ
く
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
若
芽
が
出
る
の
は
早
春
。
全
体

に
白
い
綿
毛
が
生
え
、
四
〜
六
月

に
、
淡
黄
色
の
、
米
粒
ほ
ど
の
大

き
さ
の
頭
花
が
茎
の
先
に
ひ
と
か

た
ま
り
に
な
っ
て
咲
き
ま
す
。
日

当
た
り
の
よ
い
路
傍
や
田
畑
に
生

え
、
以
前
は
日
本
中
の
ど
こ
で
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

近
頃
は
め
っ
た
に
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
い
く
つ
も
の
名
前
と
顔
を
も
つ

草
花
で
す
が
、「
母
子
草
」
と
い
う

名
が
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
そ
れ
が
日
本
人
の
心
情
に
ぴ
っ

た
り
と
合
う
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

7 日 新一年生にインタビュー

13 土 昔話　ばばっけ着た娘

14

21 日 お誕生日おめでとう

27 土 昔話　まつきち

28 日 紹介します　広報モニター

ヘルシーライフ
ストレスとのつきあい方



３

美
し
く
住
み
や
す
い

快
適
な
環
境
づ
く
り

活
力
に
満
ち
た

新
し
い
産
業
づ
く
り

若
者
に
魅
力
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
若
者
定
住
奨
励
金
制
度
と
町
内
企
業
技
術

習
得
派
遣
援
助
金
制
度
も
継
続
い
た
し
ま
す
。

　
後
継
者
対
策
と
し
て
深
刻
な
課
題
で
あ
る

嫁
婿
問
題
に
つ
い
て
も
、｢

ふ
れ
あ
い
推
進

協
議
会
」
を
は
じ
め
、｢

男
女
共
生
参
画
社

会
推
進
委
員
会
」
の
協
力
も
頂
き
な
が
ら
、

活
動
に
期
待
し
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
若
者
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、
長
岡
地

域
土
地
開
発
公
社
小
国
事
業
所
が
事
業
主
体

と
な
り
、
七
日
町
地
域
に
２
・
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
を
活
用
し
、
43
区
画
の
住
宅
団
地

の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
と
し
た
農
山
村
実
現
」
に
向

け
、

１
　
需
要
に
応
じ
た
米
の
計
画
的
生
産
の
推

　
　
進
と
大
豆
等
の
本
作
化
の
定
着

２
　
生
産
基
盤
の
整
備
（
県
営
ほ
場
整
備
事

　
　
業
の
推
進
）
に
よ
る
低
コ
ス
ト
農
業
の

　
　
実
現
と
、
担
い
手
の
確
保
、
及
び
高
品

　
　
質
米
生
産
地
と
し
て
の
地
位
確
保

３
　
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
活
用
し
た

　
　
特
色
あ
る
地
域
農
業
の
振
興
と
、
環
境

　
　
保
全
型
農
業
に
よ
る
安
心
・
安
全
な
食

　
　
糧
の
提
供

４
　
森
林
機
能
の
見
直
し
と
広
域
基
幹
林
道

　
　
の
推
進

な
ど
の
各
種
振
興
策
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
「
地
域
作
り
情
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
制
度

を
充
実
し
、
首
都
圏
な
ど
に
お
け
る
情
報
の

受
発
信
や
物
流
を
進
め
る
上
で
各
種
の
相
談

に
の
っ
て
い
た
だ
け
る
人
材
を
確
保
し
て
参

り
ま
す
。

　
地
域
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
昨

年
実
施
し
た
産
業
育
成
支
援
事
業
の
「
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
」
に
基
づ
き
、｢

地
域
活
性
化
イ
ベ

ン
ト
支
援
事
業｣

に
取
り
組
み
、
町
外
か
ら

も
継
続
し
た
入
り
込
み
が
期
待
で
き
る
新
し

い
ま
つ
り
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　
関
越
自
動
車
道
小
千
谷
イ
ン
タ
ー
か
ら
北

陸
自
動
車
道
柏
崎
イ
ン
タ
ー
を
最
短
で
結
ぶ

幹
線
国
道
で
、
こ
の
開
通
に
よ
り
、
町
民
生

活
の
利
便
性
は
無
論
の
こ
と
、
町
民
の
安
全
・

経
済
効
果
な
ど
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
新
た
に
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
結
果
、
交

通
量
の
増
大
と
そ
の
流
れ
に
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
ま
す
。
道
路
の
改
善
を
引
き
続
き
国
・

県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
小
千
谷
・

小
国
・
柏
崎
に
至
る
路
線
バ
ス
の
運
行
に
努

力
い
た
し
て
参
り
ま
す
。

　
国
道
４
０
４
号
鷺
之
島
地
内
、
特
殊
改
良

１
種
工
事
は
、
一
日
も
早
い
本
体
工
事
着
工

に
向
け
、
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
、
お
よ
び
公
共
下
水
道
は
、

こ
の
度
、
下
水
道
審
議
会
の
答
申
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
答
申
に
沿
っ
て
条
例
の
整
備
、

使
用
料
な
ど
の
改
定
を
図
る
と
と
も
に
、
企

業
会
計
を
導
入
し
な
が
ら
、
一
層
健
全
経
営

に
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
等
し
く

文
化
的
な
生
活
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
は
、
適
正
な
処
理
と
リ
サ
イ

ク
ル
化
を
更
に
推
進
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削

減
対
策
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
に
取
組
み
、

町
域
の
環
境
保
全
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

　
当
町
の
環
境
行
政
は
、
廃
棄
物
処
理
の
不

法
行
為
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
環
境
保
全
対

策
へ
の
違
反
行
為
を
決
し
て
許
さ
ず
、
こ
れ

ら
の
違
反
行
為
に
対
し
て
は
、
関
係
機
関
と

密
接
な
連
携
の
も
と
に
、
毅
然
と
し
た
行
政

対
応
で
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　
集
落
活
動
計
画
を
、
時
代
の
潮
流
や
集
落

要
望
に
合
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
二
次
の

集
落
計
画
策
定
に
た
い
し
支
援
し
て
参
り
ま

す
。
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
集
落
間

で
連
携
し
、
集
落
を
超
え
た
範
囲
で
の
結
び

つ
き
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
い
た
し
ま

す
。

　
Ｉ
Ｔ
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
町
の
情
報
化

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
検
討
委
員
会
を
組
織

し
具
体
策
を
検
討
致
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
に
併
せ
行
政
資
料
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
利
用
で
き
な
い
地
域
の
解
消

を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
に
そ
の
改
善
を
働

き
か
け
て
参
り
ま
す
。

２

　
高
齢
者
及
び
障
害
者
福
祉
関
係
で
は
、
補

助
事
業
の
活
用
や
事
業
形
態
の
改
善
を
図
り

更
に
整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、

第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
関
連
す
る
保

健
医
療
福
祉
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、
町
民

の
意
見
を
聴
し
、
こ
れ
ら
福
祉
の
増
進
を
図

り
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
お
き
ま
し
て
は
、
次
代
を
担

う
大
切
な
子
供
た
ち
の
子
育
て
と
健
全
育
成

を
主
体
に
、
保
育
所
を
拠
点
と
し
て
、
関
連

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
幅
広
い
支
援
に
努
め

ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、
被
保
険
者
か
ら
よ
り

一
層
の
ご
理
解
を
頂
け
る
よ
う
、
ま
た
、
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
、

制
度
の
主
旨
を
踏
ま
え
て
、
関
係
す
る
福
祉

機
関
等
と
連
携
を
図
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
被
保
険
者
の
要
請
に
遅
滞
な
く
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
保
健
衛
生
の
面
で
は
、
精
神
障
害
者
居
宅

生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
町
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

従
来
か
ら
の
基
本
検
診
を
は
じ
め
と
す
る
予

防
医
療
の
推
進
に
よ
り
、
町
民
の
疾
病
予
防

と
健
康
保
持
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
や
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
よ
う
、

安
全
で
快
適
な
特
色
の
あ
る
教
育
の
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
学
校
週

５
日
制
に
対
応
す
る
た
め
、
週
末
に
お
け
る

多
様
な
体
験
・
学
習
活
動
の
機
会
と
場
を
子

ど
も
達
に
提
供
し
、
豊
か
な
心
や
体
力
の
向

上
と
円
滑
な
人
間
関
係
づ
く
り
な
ど
、
よ
り

一
層
の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
が
問
わ
れ
る
中

で
、
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
、

学
校
と
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
達
が
社
会

性
や
思
い
や
り
の
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
た
め
の
、
体
制
づ
く
り
を
更
に
充
実
し

て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
生
活
を
健
康
で
豊
か
な
潤

い
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
文
化
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
更
に
充
実
振
興
を
図

り
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
び

あ
い
心
に
潤
い
の
あ
る
人
生
が
送
れ
る
よ
う
、

生
涯
学
習
の
環
境
整
備
と
支
援
を
更
に
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

豊
か
な
心
と
未
来
を

担
う
人
づ
く
り

す
べ
て
の
人
が

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り

人は元気  自然が薫る

小 国 町を目指して

町長所信表明から（３月議会）



５

下水道事業会計(Ｈ14年度より公営企業会計となります)
収益的収支　　収入　3億5,677万円
　　　　　　　支出　5億   147万円
資本的収支　　収入　　  6,622万円
　　　　　　　支出　1億9,757万円

公債費
8億2,476万円

(17.9％)

教育費
3億3,744万円

(7.3％)

消防費
1億5,599万円

(3.4％)

土木費
6億2,788万円

(13.6％)
商工費

3億9,422万円
(8.6％) 労働費

2,739万円
(0.6％)

農林水産業費
4億8,634万円

(10.5％)

衛生費
4億7,494万円

(10.3％)

民生費
6億6,363万円

(14.4％)

総務費
5億1,051万円

(11.1％)

議会費
9,455万円(2.0％)

予備費
417万円
(0.1％)

災害復旧費
818万円
(0.2％)

13年度12年度11年度10年度

農業用施設災害復旧費 …………… 490万円
公共土木施設災害復旧費 ………… 328万円

語学指導推進費 …………………… 405万円
小学校費 ………………………… 6,959万円
中学校費 ………………………… 4,715万円
社会教育費 ……………………… 6,759万円

柏崎地域広域事務組合負担金……1億1,856万円
消防施設費 ……………………………1,313万円

道路新設改良費……………………6,986万円
道路特殊改良費……………………1,774万円
防雪工事……………………………4,350万円
住宅対策費…………………………1,735万円

災害復旧費　818万円 (△33.4％)

教育費　3億3,744万円 (△5.2％)

消防費　1億5,599万円 (△1.6％)

土木費　6億2,788万円 (増28.7％)

簡易水道特別会計 ………………  1,400万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     (0.0％)

町立診療所特別会計 …………3億1,100万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (0.6％減)

介護保険特別会計 ……………5億1,000万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (8.5％増)

老人保健特別会計 ……………8億1,000万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (9.3％増)

国民健康保険特別会計 ………5億   400万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (9.3％増)

　 特別な目的をもって行う事業は特別会計として予
算を組んでいます。予算総額で前年度比9.2％の減
となりました｡

　予算総額の（　）内は前年度比です｡

特別会計　21億4,900万円

歳出
46億1,000万円
町民1人当たり

624,093円

50億

一般会計予算額
年次別推移

９年度

予算総額  67億5,900万円

46
億
１，
０
０
０
万

50
億
８，
０
０
０
万

49
億
６，
０
０
０
万

49
億
５，
８
０
０
万

49
億
１，
０
０
０
万

『人は元気   自然が薫る   小国町』を目指して

46
億
１，
０
０
０
万

14年度

４

諸収入
3億4,668万円

(7.5％)

分担金及び負担金
4,889万円(1.1％)
繰入金
1億5,599万円
(3.4％)

繰越金
8,000万円
(1.7％)
使用料及び手数料
など　その他
6,958万円
(1.5％)

地方消費税交付金
など  その他
1億7,819万円
　(3.9％)

国庫支出金
1億3,056万円(2.8％)

県支出金
3億8,207万円

(8.3％) 町 債
4億9,550万円

(10.7％)

地方交付税
21億7,000万円

(47.1％)

町 税
5億5,255万円

(12.0％)

歳入
46億1,000万円
町民1人当たり

624,093円

平
成
14
年
度
　
一
般
会
計
予
算

　
46
億
１，
０
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
の
行
政
需
要
に
最
大
限
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

も
健
全
財
政
の
確
保
を
最
優
先
に
し
て
、
町
民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
、
社
会
変

化
へ
の
対
応
を
適
格
に
行
な
い
、
さ
ら
に
日
々
事
務
事
業
の
見
直
し
や
効
率
化
に
努
め
「
町

づ
く
り
の
目
標｣

に
向
か
っ
て
努
力
し
ま
す
。

　
町
議
会
３
月
定
例
会
で
平
成
14
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
予
算
額
は
一
般
会
計
46
億
１，
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
21
億
４，
９
０
０

万
円
、
総
額
で
67
億
５，
９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
の
内
訳

一般会計　46億1,000万

自主財源  12億5,369万円 27.2％ 依存財源  33億5,632万円 72.8％

合　計…………５億5,255万円

町民税…………１億4,870万円
固定資産税……３億5,773万円
軽自動車税…………1,812万円
市町村たばこ税……2,800万円
特別土地保有税……0.1万円

議会だより…………………………………74万円

民生費　6億6,363万円 (△24.0％)

総務費　5億1,051万円 (△4.7％)

議会費　9,455万円 (△0.3％)

商工振興費……………………1億8,633万円
グリーンツーリズム推進協議会補助金…100万円
観光費 …………………………1億6,847万円

農村総合整備事業費……………2億288万円
国土調査事業費 ………………… 1,095万円
広域林道開設工事負担金…………760万円

若者定住促進奨励金 ……………… 200万円
町内企業技術習得派遣援助金………50万円

高齢者インフルエンザ予防接種委託料 …… 343万円
環境美化推進費…………………… 160万円
ダイオキシン対策排ガス高度処理施設　
整備事業工事 …………………1億5,810万円

総代事務委託料 ………………… 1,693万円
広報印刷費 …………………………184万円
一集落一事業 ………………………100万円

障害福祉費………………………7,328万円
シルバー人材運営費補助金………468万円
結婚祝金…………………………… 160万円
介護支援センター運営費………3,953万円

商工費　3億9,422万円 (増4.6％)

農林水産業費　4億8,634万円 (△8.2％)

労働費　2,739万円 (増15.9％)

衛生費　4億7,494万円 (増35.4％)



７

大切な一票
みんなで投票
しましょう!!

　
投
票
日
に
所
用
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
は
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

１
、
投
票
の
で
き
る
期
間

　
　
４
月
11
日
㈭
か
ら
４
月
27
日
㈯
ま
で
。

２
、
投
票
は
、
毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま

　
　
で
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

３
、
投
票
さ
れ
る
場
合
は
入
場
券
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
　(

印
鑑
不
要)

４
、
投
票
は
自
書
式
と
な
り
ま
す
。

　
病
院
や
町
外
で
投
票
さ
れ
る
場
合
の
請
求
は
期
間
前

で
も
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
!!

不
在
者
投
票

　
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　
手
に
ケ
ガ
な
ど
を
し
て
字
を
書
け
な
い
人
は
、
投
票

所
で
係
員
に
申
し
出
れ
ば
代
筆
し
て
も
ら
え
る
代
理
投

票
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
（
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。)

　
目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
に
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
！

投
票
時
間

　
候
補
者
を
記
載
し
て
投
票
し
て
下
さ
い
。

　(

投
票
用
紙
は
薄
い
青
色
に
黒
色
で
印
刷
さ
れ
て
い

ま
す
。)

投
票
の
方
法

・
小
国
町
に
住
所
の
あ
る
方

・
投
票
日
現
在
で
年
齢
満
20
歳
以
上
の
方
（
昭
和
57
年

　
４
月
29
日
以
前
に
出
生
し
た
方
）
た
だ
し
、
住
所
要

　
件
は
、
４
月
10
日
が
基
準
。

・
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

・
４
月
10
日
ま
で
に
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
小
国
町
の

　
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
（
12
月
10
日

　
以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
方
ま
た
は
転
入
届
を

　
さ
れ
た
方)

投
票
で
き
る
人

参議院新潟県
選出議員
補欠選挙

４28月 日

投　票　所

(日)
投票日

小国町中央公民館
千谷沢分館

小国町中央公民館
八王子分館

上栗集落
開発センター

大字武石多目
的集会施設

小国町勤労者
体育センター

小国町就業
改善センター

太郎丸集落
開発センター

小栗山集落
開発センター

苔野島集落
開発センター

第　13　投　票　区
(原小屋、千谷沢、鷺之島)

第　12　投　票　区
(八王子､芝ノ又)

第　11　投　票　区
(七日町､上栗)

第　10　投　票　区
(武石､押切)

第　９　投　票　区
法坂､桐沢､金沢　　　
箕輪､上村､下村　　　
サン・コーポラス小国

第　８　投　票　区
(楢沢､新町､相野原､二本柳､上谷内､猿橋)

第　７　投　票　区
(法末)

第　６　投　票　区
(太郎丸、小国沢、上岩田)

第　５　投　票　区
(原､森光､諏訪井)

第　４　投　票　区
(小栗山)

第　３　投　票　区
(苔野島)

第　２　投　票　区
(大貝､三桶)

第　１　投　票　区
(山野田) 芸術村会館

三桶公民館

上小国小学校

〔　　　　　〕

法末老人活動
館あたご荘

６

徴収方法 対象になる方

特別徴収
（年金から天引き）

普通徴収
（口座振替・納付書）

受給されている老齢・退職年金額が年額18万円以上
で４月１日時点、実際に年金の受給をされている方

老齢福祉年金・障害年金・遺族年金を受給されてい
る方、老齢・退職年金額が18万円未満の方

  保険料段階 　　第１段階　　　第２段階　　　第３段階　　　第４段階　　　第５段階

町民税の
課税状況等

生活保護受給
者および老齢
福祉年金受給
者の方で、世
帯員全て、非
課税である方

世帯員全て、
非課税である
方

本人は非課税
で、世帯員の
中に課税者が
いる方

本人が課税さ
れており、合
計所得額が
250万円未満
の方

本人が課税さ
れており、合
計所得額が
250万円以上
の方

 年間保険料額(円) １５,６００ ２３,４００ ３１,２００ ３９,０００ ４６,８００

平成14年度の保険料と通知について

介
護

保
険
４１

老
後
の
安
心
を
皆
で
支
え
る
仕
組
み
…
…
介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

申
請
を
し
て
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

　
申
請
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
係
又
は
介
護
係
ま
で
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　65歳以上の方の保険料は、本人と世帯の課税状況により決まります。
　なお、課税状況が確定するまでは、前年度の２月の状況で保険料を
納めていただくことになっております。

●平成14年度の年間保険料額

●納めていただく方法

※年度途中で徴収方法が変わる場合があります。
　65歳になられた方、転入された方等で、普通徴収で納めていただいていた場合、特
　別徴収の対象に該当すると平成14年10月より特別徴収に変わります。

●保険料の通知を差し上げます
　今回差し上げる通知は、平成14年度の課税状況が決まるまでの間（暫定期間といい
ます）に徴収する額をお知らせします。

●保険料段階確定後に納めていただく額
　「確定した後の保険料段階の年額」から「暫定期間中に納めていただいた額」を差
し引いた額を納めていただきます。…………………８月の上旬に通知を差し上げます

●４月から７月の間に資格を取得される方（65歳到達および転入の方）
　４～７月中は、保険料段階が確定しないので、８月から徴収を開始します。また、
その間に資格を喪失した場合、資格のある月の保険料を納めていただくことになりま
すので、ご承知おき下さい。…………………………８月の上旬に通知を差し上げます

介護保険事業計画策定検討委員会が開かれる
　介護保険事業をどのように運営していくのかを決めている事業計画は、３年ごとに見直すことになって
おり、平成15年３月までに新しい計画を策定することになっています。町では、このたび、医療関係者・
介護をされている方・介護保険運営協議会の委員の方等17名で構成する介護保険事業計画策定検討委員会
を設置し、２月25日に第１回目の会議を開きました。今後、３～４回会議を開催し、具体的な計画策定に
あたって、意見を聞くことにしています。

普通徴収の方へ 「介護保険料納入通知書」
　平成14年２月の保険料段階で計算し、４～７月分まで納めていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　…………………４月の下旬に通知を差し上げます

特別徴収の方へ 「特別徴収開始通知書」

　平成14年２月に年金から天引きされた額と同額を４～９月分まで納めていただ
きます。（４、６、８月で天引きをします。）……４月の上旬に通知を差し上げます



９

子どもを交通事故から守ろう

春の全国交通安全運動

　春を迎え、新入園・新入学の子どもたちが元気よく外で遊びます。遊びに夢中になる子どもたちを交通事故か
ら守るのは、お父さん、お母さんをはじめ、周りの大人達の責任です。みんなで子どもたちを交通事故から守り
ましょう。
　県内において、平成13年中に５人の子どもが交通事故でなくなっているなか、怪我をした子どもは1,313人
で、前年に比べて127人増加しています。
　特に、自動車同乗中に死傷する子どもが増えていることから、６歳未満の幼児には体格にあったチャイルド
シートを正しく取付けて使用することはもちろん、６歳以上の児童は後部座席であってもシートベルトを正しく
着用する習慣をつけましょう。

● 平成14年度　春の交通安全フェアの実施 ●

《悪質・危険な運転者への罰則強化》

道路交通法が変わります
平成14年６月１日施行

違反行為
現　　　　行 改　 正　 後

救護義務違反
（ひき逃げ）

酒酔い運転

酒気帯び運転

無免許運転

共同危険行為等

危険運転致死傷罪
(刑法第208条の２)

罰　　則 違反点数 罰　　則 違反点数

３年以下の懲役叉
は20万円以下の罰金
２年以下の懲役叉
は10万円以下の罰金

３月以下の懲役叉は
５万円以下の罰金

６月以下の懲役叉
は10万円以下の罰金
６月以下の懲役叉
は10万円以下の罰金

10点

15点

６点

12点

15点

５年以下の懲役叉
は50万円以下の罰金
３年以下の懲役叉
は50万円以下の罰金

１年以下の懲役叉
は30万円以下の罰金

１年以下の懲役叉
は30万円以下の罰金
２年以下の懲役叉
は50万円以下の罰金

23点

25点

６点

19点

25点

45点（新設）

人を負傷させた場合
　10年以下の懲役
人を死亡させた場合
　１年以上の懲役

19点0.25㎎以上

0.25㎎未満
0.15㎎以上

▲

○運転免許証の有効期間が３年から原則として５年に！……高齢者、初心者や一定以上の違反経歴者を除く。
○更新期間の延長……現行の１か月から２か月に延長する。（誕生日の１か月前から１か月後までになります。）

《運転免許更新者の負担軽減》

期 　 間

ス ロ ー ガ ン

 ４月６日㈯から４月15日㈪まで

「春風に　願いをこめて　交通安全」

　これは、「春の全国交通安全運動」期間に、柏崎刈羽地区で行われている年間の交通安全を
祈念する式典です。本年は小国町で開催致しますので、一般の方も多数ご参加頂きたいと思
いますのでよろしくお願い致します。
　日時：平成14年４月６日（土）　午後２時30分から午後４時まで
　場所：小国町農村環境改善センター　多目的ホール
　日程：14：30～14：55　交通安全宣言式
　　　　15：00～16：00　交通安全フェアアトラクション　寸劇及び民謡

８

汚泥とは？
　下水浄化槽の中には汚水浄化のた
めに働く微生物がたくさんいます｡
　自然のサイクルで死んでゆく微生
物の死骸を集めたものを汚泥といい
ます｡
　いままで汚泥は処分のためにお金
のかかる産業廃棄物でしたが、土に
還すことで、自然のサイクルに加わ
りました｡

有
機
肥
料

　
平
成
11
年
度
よ
り
有
機
肥
料
を
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
汚
泥
発
酵
減
量
化
シ
ス
テ
ム
」
を
用
い
て
、
毎
週
０
・
５
ｔ
を
製
造
し
て
お
り
、

今
年
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
条
件
に
製
品
を
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

汚
泥
を
土
に
還
し
ま
し
ょ
う 

―――――
発
酵
汚
泥

下水汚泥

堆肥基準

35以上

２以上

10以下

50以下
５以下

２以下

4.8
21.4％
80.6％
39.5％
6.0％

6.6
19500㎎／㎏
4550㎎／㎏

1.9㎎／㎏
1.4㎎／㎏
0.4㎎／㎏

1290㎎／㎏

ＰＨ

水分

強熱減量

全炭素

全窒素

炭素・窒素比

全りん

カリウム

ヒ素

カドミウム

総水銀

亜鉛

検査項目 発酵汚泥
　
含
水
率
は
20
〜
30
％
程
度
で
粒
状
で
す
。
脱
水
汚
泥
の

約
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
１
の
量
（
容
量
）
に
な
り
ま
す
。

発
酵
減
量
化
す
る
と
…

肥
料
と
し
て
使
え
る
の
？

　
肥
料
と
し
て
扱
う
た
め
の
成
分
調
整
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
肥
料
効
果
は
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
１
次
発
酵
ま
で
の
た
め
、
大
量
に
施
肥
す
る
と

鶏
糞
等
と
同
様
に
根
ぐ
さ
れ
を
起
こ
す
事
が
あ
り
ま
す
。

　
土
の
10
％
程
度
ま
で
と
し
、
よ
く
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
来
れ
ば
２
〜
３
ヶ
月
前
に
土
に
入
れ
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

申
し
込
み
に
つ
い
て

　
ご
希
望
の
方
は
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
役
場
建
設
課
下
水

道
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
１
袋
20
㎏
く
ら
い
で
す
。(

☎
95
・
５
９
１
０)

※
例
年
、
多
数
の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

お
試
し
く
だ
さ
い

ま
ち
で

つ
く
っ
た

使用目的・花壇、畑
使用方法・12アールに17袋何も混ぜずに撒いた。
　　　　・５畝位に５袋（野菜配合、鶏糞を混ぜ鶏糞と
　　　　　コンポストは同量）
　　　　・３畝位に10袋籾殻と一緒に撒く。
　　　　・100㎡に５袋
　　　　・250㎡に９袋＋推肥＋配合肥料
　　　　・約１アールに１袋程度を石灰と一緒に撒き、耕運。
効　　果・雑草は良く生えミミズ等が繁殖した。
　　　　・野菜の持続性があり成長も早かったように思
　　　　　われる。
　　　　・農作物の元気が良くなり収穫が増えた。
　　　　・肥料が強すぎて多く使いすぎると根腐れを起
　　　　　こす。
　　　　・草もとても大きくなり困った。長く秋まで効
　　　　　いていたよう。
　　　　・施肥後、1ヶ月程度はむしろ生育が悪い（２次
　　　　　発酵のせい）。その後は、目を見張る成長効果
　　　　　大である。
　　　　・全般的に出来が良かった様に思う。
　　　　・花の元気があった。

使 用 者 の 声
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【
給
付
と
の
関
係
は
？
】

　
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
に
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
期
間
と
比
べ
て
、
全
額
免
除
の
期
間

に
つ
い
て
は
３
分
の
１
の
額
に
、
半
額
免
除
の
期
間
に
つ
い

て
は
３
分
の
２
の
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
国
民
年
金
に
は
、
10
年
前
ま
で
の
免
除
期
間

に
つ
い
て
保
険
料
を
遡
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。（
追
納
す
る
と
、
こ
の
期
間
は

減
額
さ
れ
な
い
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
追
納
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
半
額
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
半
額
の

保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は
未
納
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
の
で
、
半
額
は
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
学
生
に
は
国
民
年
金
保
険
料
の
「
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
柏
崎
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
０
２
５
７
・

23
・
５
８
２
０
）
ま
た
は
、
役
場
町
民
係
（
☎
95
・
５
９

０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●保険料免除期間と年金額

３分の２
の年金

３分の１
の年金

年
　
　
金
　
　
額

いずれの期間も受給資格期間に算入

全額の
年金

全額免除 半額免除 保険料納付

老人保健の医療費自己負担金限度額が
改定されました

　なお、今回の改定には、入院時の医療費自己負担金限度額の改定は含まれていません。

　お問合せは町民課老人保健担当（☎95-5900）まで

４月１日から老人保健の医療費自己負担金の限度額が変わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は改定前の金額

月４回まで１日 ８５０円（８００円）

院外処方箋を交付されなかった人
　大病院（２００床以上）…１ヶ月 ５,３００円（５,０００円）
　その他の病院・医院………１ヶ月 ３,２００円（３,０００円）

院外処方箋を交付された人
　大病院（２００床以上）…１ヶ月 ２,６５０円（２,５００円）
　　　薬　局…………………１ヶ月 ２,６５０円（２,５００円）
　その他の病院・医院………１ヶ月 ３,２００円（３,０００円）
　　　薬　局…………………１ヶ月 １,６００円（１,５００円）

定額制……月５回まで１日 ６４０円（６００円）
定率制……１ヶ月 ３,２００円（３,０００円）

定
額
制

定
　
率
　
制

外
　
　
　
　
　
来

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
看
護

老人保健だより老人保健だより

国民年金

12

４
月
か
ら
国
民
年
金
の

｢

保
険
料
免
除
制
度｣

が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
所
得
に

よ
り
免
除
に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

主
な
変
更
点
は

　
●
半
額
免
除
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
●
保
険
料
免
除
は
、
７
月
〜
翌
６
月
を
承
認
期
間
と
し

　
　
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
は
４
月
〜
翌
３
月
）

＊
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
申
請
は
、
前
年
所
得
の
確
認
の
た

　
め
、
毎
年
度
必
要
で
す
。

　
保
険
料
を
全
額
（
月
額
…
１
３，
３
０
０
円
）
免
除
す

る
制
度
で
す
。

【
全
額
免
除
】

【
半
額
免
除
】

　
平
成
14
年
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
、
保
険
料
の
半
額
（
月

額
…
６，
６
５
０
円
）

を
免
除
す
る
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
る
こ
と
は
困
難
で

も
半
額
な
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
少
し
で
も
増
や
し
た
い
と
い
う
方

の
た
め
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
半
額
を
免
除
し
、
半

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
な
お
、
平
成
14
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
４
月
〜

６
月
と
平
成
14
年
７
月
〜
平
成
15
年
６
月
ま
で
を
合
わ
せ

て
15
カ
月
間
承
認
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
の
対
象
と
な
る
方
】

・
前
年
の
所
得
（
収
入
）
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る

　
こ
と
が
困
難
な
場
合

・
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年
の
所
得
が
１
２

　
５
万
円
以
下
の
場
合

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
を
受
け
て

　
い
る
場
合

・
上
記
以
外
の
特
例
的
な
事
由
に
よ
る
場
合
（
申
請
時
に

　
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。）

・
震
災
、風
水
害
、火
災
等
の
災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
と
き

・
失
業
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

　
ら
れ
る
と
き

・
事
業
の
休
止
ま
た
は
廃
止
に
よ
り
厚
生
労
働
省
が
実
施

　
す
る
離
職
者
支
援
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
金
の
交

　
付
を
受
け
た
と
き

【
全
額
免
除
と
半
額
免
除
の
対
象
と

　
な
る
所
得
（
収
入
）
の
め
や
す
は
？
】

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
被
保
険

者
本
人
の
所
得
（
収
入
）
だ
け
で
な
く
配
偶
者
、
世
帯
主

の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
（
収
入
）
も
免
除
の
対
象
と
な
る
所

得
（
収
入
）
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●夫か妻のいずれかのみに所得(収入)のある世帯の場合

164万円
(258万円)

４人世帯（夫婦、子２人)
(子の１人は16歳以上23歳未満)

免除対象となる所得
(収入)のめやす(　)内は収入

３人世帯（夫婦、子１人)
(子は16歳未満)

２人世帯（夫婦のみ)

全額免除 半額免除

129万円
(208万円)
  94万円
(159万円)

285万円
(424万円)
215万円
(333万円)
172万円
(271万円)

世帯員数

  35万円
(100万円)単身世帯

免除対象となる所得
(収入)のめやす(　)内は収入

全額免除 半額免除

  85万円
(150万円)

世帯員数

●単身世帯の場合

コ ー ナ ー

国民
　年金
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●
小
国
町
立
診
療
所
よ
り
お
知
ら
せ

　
小
児
科
診
療
の
中
止
に

　
つ
い
て

　
町
立
診
療
所
で
は
、
平
成
２

年
の
開
所
以
来
３
月
ま
で
魚
沼

病
院
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

小
児
科
の
診
療
を
行
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
都

合
に
よ
り
、
４
月
よ
り
診
療
を

中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
い
間
小
児
科
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

役
場
か
ら

●
総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
14
年
度
の
町
標
準
賃
金

は
７
、２
０
０
円
・
会
議
費
用

弁
償
は
５
、４
０
０
円
と
決
定

し
ま
し
た
。

総
務
課
庶
務
係

☎
95
・
５
９
０
５

●
農
業
者
年
金
加
入
者
募
集
中

し
く
み

　
農
業
者
年
金
は
、
積
み
立
て

た
保
険
料
の
額
で
受
給
額
が
決

ま
る
確
定
拠
出
型
の
終
身
年
金

で
す
。

加
入
で
き
る
方

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
60
歳
未
満
の
方
は
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
加
入
・
脱
退

は
本
人
の
希
望
で
自
由
に
で
き

ま
す
。

保
険
料

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
２
万
円

か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
本
人
が

選
択
し
ま
す
。
途
中
で
変
更
も

で
き
ま
す
。

保
　
証

　
80
才
に
な
る
前
に
亡
く
な
っ

た
場
合
は
遺
族
が
死
亡
一
時
金

と
し
て
受
け
取
り
ま
す
。

税
制
面
で
の
メ
リ
ッ
ト

　
保
険
料
は
全
額
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
助
成

　
認
定
農
業
者
・
認
定
農
業
者

と
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て

い
る
方
・
青
色
申
告
者
等
の
要

件
を
満
た
し
た
方
は
保
険
料
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
農
業
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
　
　
集

●
町
内
企
業
求
人
情
報

㈱
ピ
ー
コ
ッ
ク
小
国
工
場

☎
95
・
５
１
１
１

準
社
員
募
集

職
　
　
種
　
冷
凍
食
品
の
製
造

　
要
員

求

人

数
　
７
名

年
　
　
齢
　
18
歳
〜
50
歳
位

就
業
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時

　
30
分

時
　
　
給
　
８
０
０
円

規
　
　
模
　
１
０
０
名
（
小
栗
山)

パ
ー
ト
募
集

職
　
　
種
　
冷
凍
食
品
の
製
造

　
要
員

求

人

数
　
25
名

年
　
　
齢
　
20
歳
〜
50
歳
位

就
業
時
間
　
17
時
30
分
〜
23
時

　
30
分

時
　
　
給
　
１
、１
０
０
円
〜

　
１
、２
０
０
円

規
　
　
模
　
１
０
０
名
（
小
栗
山)

保
　
　
健

●
平
成
14
年
度

　
各
種
検
診
の
お
知
ら
せ

福
祉
保
健
課
保
健
係

☎
95
・
２
６
０
０

　
今
年
も
各
種
検
診
の
受
診
票

を
「
検
診
の
し
お
り
」
と
し
て

お
届
け
し
ま
す
。
ご
自
分
が
申

し
込
ま
れ
た
検
診
の
受
診
票
を

「
検
診
の
し
お
り
」
か
ら
切
り

離
し
て
受
診
し
て
下
さ
い
。
「
検

診
の
し
お
り
」
は
ご
自
分
の
検

診
が
終
わ
る
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
下
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は

「
検
診
の
し
お
り
」
の
使
い
方

を
ご
覧
下
さ
い
。

　
平
成
14
年
度
の
各
種
検
診
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
胃

カ
メ
ラ
検
診
は
６
月
下
旬
以
降

に
実
施
の
予
定
で
す
。
胃
カ
メ

ラ
検
診
に
つ
い
て
は
日
程
が
決

ま
り
次
第
、「
検
診
の
し
お
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
● 

シ
リ
ー
ズ
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
回
か
ら
の
つ
づ
き
）

　
以
上
の
十
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
係
の
呼
び
出

し
に
応
じ
て
イ
の
一
番
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
雪

の
中
を
数
日
か
け
て
関
東
入
り
を
し
た
、
小
国
源

兵
頼
継
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
頼
継
三
十
五
歳
く

ら
い
。
腕
に
自
信
は
あ
り
ま
し
た
が
「
雪
深
い
越

後
路
か
ら
出
府
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
弓
を
持
参

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
誠
に
名
誉
な
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
こ
の
た
び
は
ご
容
赦
下
さ
い
」
と

申
し
出
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
そ
の
分
な
ら
ば
苦

し
ゅ
う
な
い
、
幸
い
鎮
西
を
初
め
諸
国
か
ら
献
納

さ
れ
た
新
弓
が
数
多
く
あ
る
か
ら
そ
の
中
か
ら
好

き
な
も
の
を
選
ん
で
使
う
が
よ
い
」
と
い
う
御
沙

汰
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
な
ら
ば
承
知
仕
り
ま
し
た
」
と
す
く
っ
と
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
頼
継
は
袴
の
股
立
ち
高
く
と
り
、
直
垂
の
袖
の

紐
を
結
ん
で
首
に
掛
け
、
風
折
り
え
ぼ
し
の
紐
を

結
び
直
す
と
、
与
え
ら
れ
た
弓
を
携
え
し
ず
し
ず

と
弓
場
に
進
み
出
ま
し
た
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
境
内

を
埋
め
つ
く
し
た
人
々
は
固
唾
を
飲
み
、
手
に
汗

を
握
っ
て
見
守
っ
て
い
ま
す
。
正
面
一
段
高
い
壇

上
に
は
三
代
将
軍
源
実
朝
公
が
着
座
さ
れ
、
そ
の

左
右
に
は
北
条
時
政
・
同
義
時
・
和
田
義
盛
・
三

浦
泰
村
・
大
江
広
元
な
ど
鎌
倉
幕
府
の
錚
々
た
る

メ
ン
バ
ー
が
こ
れ
も
威
儀
を
た
だ
し
て
控
え
て
い

ま
す
。 お

ぐ
に
の

お
ぐ
に
の

歴
史
ロ
マ
ン

歴
史
ロ
マ
ン

お
ぐ
に
の

歴
史
ロ
マ
ン

お知らせ

information
お問い合わせ・お申し込みは
それぞれ表記の番号へお電話下さい
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　ただし、受付期間内でも予算枠に達し次第締切ります。

　なお、災害復旧事業はその都度連絡し申請してください｡

農林課農村整備係　☎95-5908
　町では、山間地などにおいて小規模な基盤整備、暗渠、

農道整備などを予定している方に、町単独での補助制度が

あります。希望される方は、期限までに申し込みをしてく

ださい｡

　補助率や対象基準は下記のとおりです。詳しくは、農林

課農村整備係へお問いあわせください｡

町単土地改良事業を予定している方へ

申し込み期間　４月１日より５月10日まで

町単土地改良事業補助金交付基準
事　業　名

事業を行う者
(事業主体)

事　　業　　の　　対　　象　　基　　準 補助金の
交付基準

備　　　考
地域 最低事業費 受益面積

共同３人以上
30a 以 上
10ha 未満

事業費の
30％以内

新設・改良
共同３人以上 30a 以上

事業費の
40％以内

舗　　　装 共同３人以上
10 万 円
以　　上

20 万 円
以　　上

20 万 円
以　　上

30a 以上
資材費の
80％以内

維 持 補 修 共同３人以上
資材の現
物 支 給

ほ　場　整　備 共同又は個人
30 万 円
以　　上

おおむね
30a 以上

10a当最高事業費18万
円以内を対象

事業費の
40％以内

暗 き ょ 排 水 共同又は個人
事業費 4
万円以上

10a 以上
集水管50ｍ以上
資材費＋機械運転代

事業費の
50％以内

畑　地　開　発 共同又は個人
10 万 円
以　　上

10 万 円
以　　上

15 万 円
以　　上

おおむね
10a 以上

10a当最高事業費10万
円以内を対象

事業費の
40％以内

農林業施設 共　　　同
最高事業費40万円以内
認定を受けた災害に限る

65％以内

農　　　地 個　　　人

最高事業費40万円以内
認定を受けた災害に限る
最高事業費10a当り18万
円以内
全体で40万円以内

60％以内

特　　　　　認
土　地　改　良

共同３人以上 町 長 が 認 め た 土 地 改 良 事 業
事業費の
10％以内

規　　　格

かんがい排水
水路、ため池、
揚水機、頭首工

続
き
団
地
と
し
て
国
県
事
業
で
総
合
開
発
の
対
象
と
な
ら
な
い
地
域

事
業
を
実
施
す
る
地
域
が
水
系
別
に
小
さ
い
団
地
で
あ
り
、
将
来
と
も
３
ha
以
上
の
地

(

個
人
用
の
作
業
用
機
械
進
入
路
は
除
く)

一
般
の
用
に
供
す
る
農
道
で
あ
る
こ
と

農
　
　
道
　
　
整
　
　
備

災
　
害
　
復
　
旧

(橋梁を含む)

｢注｣国県補助事業を除き､用地買収費及び補償費は事業費の対象としない｡

幅員2.5ｍ以上､延
長50ｍ以上(橋梁
幅員2.0ｍ以上､延
長2.0ｍ以上 )､待
避所の設置

幅員2.0ｍ以上､延
長50ｍ以上の農道
で勾配６％以上の
区間の舗装

維持補修を要する
と認定されるもの

１　ほ場整備区域内
　の農道事業費は､
　原則として補助対
　象としない

１　区画整理地域内
　でも暗きょ排水施
　工地域内は､この
　事業の対象とする

１　災害の発生因子
　に起因して発生し
　た災害に限る

２　国庫災害の適
　用を拒否した箇
　所は除く
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暮

ら

し

警察官募集中

●
愛
の
献
血
に

　
ご
協
力
下
さ
い

　
献
血
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、
そ
し
て
何
よ
り
患
者

さ
ん
の
こ
と
を
思
い
や
る
優
し

い
心
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
健
康
に
恵
ま
れ

て
い
な
い
方
の
た
め
、
あ
な
た

の
健
康
を
少
し
だ
け
分
け
て
下

さ
い
。

＊
献
血
の
日

日
　
　
時
　
４
月
15
日
㈪

会
　
　
場
　
小
国
町
役
場

受
付
時
間

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
今
年
か
ら
半
日
単
位
で
実
施

す
る
方
法
も
採
り
入
れ
ら
れ
、

今
回
は
午
後
の
時
間
帯
の
み
と

な
り
ま
す
。
ご
協
力
の
程
お
願

い
し
ま
す
。

献
血
の
種
類

　
全
血
献
血

　
（
４
０
０
㎖
・
２
０
０
㎖
）

●
離
職
者
支
援
資
金

　
貸
付
制
度
の
ご
案
内

　
失
業
に
よ
り
生
計
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
た
世
帯
に
対
し
、

再
就
職
ま
で
の
間
の
生
活
資
金

を
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

失
業
者
世
帯
の
自
立
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
離
職
者
支

援
資
金
に
よ
る
生
活
資
金
の
貸

付
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
貸
付
対
象

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

に
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
生
計
中
心
者
の
失
業
に
よ
り

　
生
計
の
維
持
が
困
難
と
な
っ

　
た
世
帯

②
生
計
中
心
者
が
就
労
可
能
で

　
求
職
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

　
こ
と

③
生
計
中
心
者
が
就
労
す
る
こ

　
と
に
よ
り
世
帯
の
今
後
の
生

　
活
の
見
通
し
が
明
ら
か
に
な

　
る
こ
と

④
生
計
中
心
者
が
離
職
の
日
か

　
ら
２
年
（
特
別
の
場
合
は
３

　
年
）
を
超
え
て
い
な
い
こ
と

⑤
生
計
中
心
者
が
雇
用
保
険
の

新潟県警察ホームページアドレス
http://www.police.pref.niigata.jp/110番ニュース

　子ども110番の家は、児童、生徒が事件・事故に巻き込まれそうになったり、不審者に声を掛けられたりしたときに
子どもたちに代わって110番通報し、警察に事案の発生を知らせるシステムです。
　町内の商店や郵便局、理容所、ガソリンスタンドなどが加盟しています。  
　毎年、新入学時期から児童に対する声掛け事案が多発する傾向にあるので、子どもたちには何かあったら「子ども
110番の家」に飛び込むよう指導してください。
　「子ども110番の家」の看板が目印です。

｢子ども110番の家｣って何？

　毎年、雪解けとともに山林や道路脇などにゴミを不法投棄する事件が多発する傾向にあります。
　家庭で排出された生活ゴミは「一般廃棄物」、会社や工場などが事業活動によって排出したゴミは「産業廃棄物」と
いい、ゴミの種別、排出方法によって区別していますが、許可なくゴミを捨てれば、廃棄物の不法投棄となり、法律
によって処罰されます。
　また、自分の山や土地だからといって勝手にゴミを焼いたり、埋めたりしても違反になる場合があります。
　みんなで協力して不法投棄を防止し、環境破壊を未然に防止しましょう！

ゴミの不法投棄は犯罪です！

　新潟県警察本部では、警察官の特別採用試験の受付を開始しました。

試験の種類 採用予定人数 受　付　期　間

警察官Ａ(大学卒業者)
警察官Ｂ(大学卒業者以外)
第１次試験日及び場所

第２次試験日及び場所

男性45人　女性10人
男性25人　女性  5人

平成14年3月26日
平成14年4月19日

〜

５月19日　　　　　　　　　新潟市

６月16日　７月８～15日　　新潟市

●平成15年４月採用の試験日程は…
　警察官Ａ（大学卒業者）
　　受　付　５月15日～６月17日

　警察官Ｂ（大学卒業者以外）
　　受　付　７月16日～８月19日 

　詳しいことは柏崎警察署（0257－21－0110）またはお近くの交番へお問い合わせください。
  新潟県のホームページにも掲載されています

役場総務課庶務係　☎95-5905
法律相談所開設のお知らせ

と　　き　４月26日㈮　午後１時30分～３時30分
と こ ろ　就業改善センター
相 談 料　無　料
相談内容　法律関係全般
申し込み　先着４名
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お知らせ

と
は
別
に
受
診
票
を
お
届
け
し

ま
す
。

▽
各
種
検
診
日
程

　
基
本
健
康
診
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診

　
５
月
22
日
㈬
〜
28
日
㈫

　
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
検
診

　
５
月
22
日
㈬
〜
28
日
㈫

　
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
検
診
（
も
れ
者
）

　
６
月
17
日
㈪
〜
19
日
㈬

　
　
上
小
・
就
改
・
下
小

　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　
７
月
１
日(

月)

〜
３
日(

水)

　
　
小
国
町
商
工
物
産
館

　
７
月
５
日(

金)

７
月
８
日(

月)

　
　
町
立
診
療
所
検
診
棟

※
詳
し
く
は
「
検
診
の
し
お
り
」

　
を
ご
覧
下
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

　
「
た
し
か
め
て

　
　
　
火
を
消
し
て
か
ら
　
次
の
こ
と
」

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
４
月
１
日
㈪
か
ら
７

日
㈰
ま
で
、
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
13
年
中
に
管
内
で
は
60
件
の
火
災
が
発
生

し
、
16
人
が
死
傷
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
春
先
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
万
一

に
備
え
て
、
家
族
で
避
難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　　

車
両
火
災
予
防
運
動

　
及
び
山
火
事
予
防
運
動

　
管
内
で
は
毎
年
、
車
両
火
災
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
車
両
の
点
検
、
整
備
に
心
が

け
車
内
へ
の
危
険
物
の
持
ち
込
み
や
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
春
先
は
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
季
節

で
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
入
山
の
と
き
は
、
枯
れ

草
な
ど
が
あ
る
火
災
の
起
き
や
す
い
場
所
で
は
、

た
き
火
を
し
な
い
。
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
、

火
を
完
全
に
消
す
。
風
が
強
い
と
き
、
空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
と
き
は
、
火
入
れ
を
し
な
い
。
な
ど

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
事
・
救
急
は
１
１
９

　
火
災
等
の
問
い
合
わ
せ
は
　

　
☎
０
２
５
７
・
22
・
１
２
０
０

　
（
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

※喀たん検査を希望される方は各会場で受付をいたします。

検　診　会　場
上 小 国 小 学 校 前
大 貝 公 民 館 前
三桶集落開発センター前
苔 野 島 公 民 館 前
山 野 田 公 民 館 前
原オアシスセンター前
森 光 公 民 館 前
小栗山集落開発センター前
法 末 共 同 車 庫 前
上 岩 田 公 民 館 前
太 郎 丸 農 協 倉 庫 前
楢 沢 公 民 館 前
就 業 改 善 セ ン タ ー 前
就 業 改 善 セ ン タ ー 前
相 野 屋 様 駐 車 場
八 王 子 公 民 館 前
芝 ノ 又 公 民 館 前
箕輪集落開発センター前
桐 沢 公 民 館 前
法 坂 ふ れ あ い 館 前
原小屋集落開発センター前
鷺之島集落集会施設前
下 村 集 落 集 会 施 設 前
武 石 集 会 セ ン タ ー 前
七日町担い手センター前
上栗集落開発センター前
町立診療所　検診棟前

胸部レントゲン検査
検　診　日 時　　　間 対　象　地　区

４月10日
（水）

４月11日
（木）

４月12日
（金）

４月15日
（月）

４月16日
（火）

４月17日
（水）

午前10：50～11：40 諏訪井
午後１：30～１：50 大貝
午後２：00～２：30 三桶
午後２：40～３：10 苔野島
午前９：40～９：55 山野田
午前10：10～10：40 原
午前10：50～11：20 森光
午後１：30～２：10 小栗山
午後２：25～３：10 法末
午前９：20～９：50 上岩田
午前10：00～11：10 太郎丸・小国沢
午後１：30～２：00 楢沢
午後２：10～３：10 新町
午前９：20～10：30 相野原・二本柳・上谷内
午前10：40～11：00 猿橋・金沢
午後１：30～２：00 八王子
午後２：10～２：25 芝ノ又
午後２：40～３：20 箕輪・上村・サンコーポ
午前９：30～10：00 桐沢
午前10：10～11：10 法坂
午後１：30～２：20 原小屋・千谷沢
午後２：30～３：00 鷺之島
午前９：20～９：50 下村
午前10：00～11：10 武石・押切
午後１：30～２：00 七日町
午後２：10～２：50 上栗
午後３：00～３：10 もれ者

●
４
月
の
予
防
接
種

　
乳
幼
児
健
診

＊
三
種
混
合

　
１
日
㈪
　
就
改
セ
ン
タ
ー

　
６
〜
90
か
月
児
対
象

＊
ポ
リ
オ

　
８
日
㈪
　
就
改
セ
ン
タ
ー

　
３
〜
90
か
月
児
対
象

＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

　
10
日
㈬
　
小
国
中
学
校

　
22
日
㈪
　
渋
海
小
学
校(

上
小
・

　
　
　
　
　
下
小
児
童
を
含
む)

　
小
１
・
中
１
年
生
及
び
前
年

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
た
小
２
・
中

　
２
年
生
対
象

＊
ツ
判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　
12
日
㈮
　
小
国
中
学
校

　
24
日
㈬
　
渋
海
小
学
校(

上
小
・

　
　
　
　
　
下
小
児
童
を
含
む)

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
の
判
定

　
が
陰
性
（
－
）
の
者
対
象

＊
乳
児
健
診

日
時
　
４
月
下
旬
（
日
時
は
決

　
ま
り
次
第
、
対
象
者
に
ご
連

　
絡
い
た
し
ま
す
。)

会
場
　
町
立
診
療
所
検
診
棟

対
象
　
平
成
13
年
９
月
〜
12
月

　
生
ま
れ
児
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書
道
教
室

(

３
月
の
作
品)

サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
入
居
状
況

運
　
営
　
戸
　
数
…
…
40
戸

入
　
居
　
戸
　
数
…
…
34
戸

入
居
可
能
戸
数
…
…
６
戸

(

２
月
末)

サンコーポラス小国
管理事務所☎95－4831

おぐに文芸おぐに文芸

な
べ
の
中
で
お
ち
ょ
こ
な
ど
に
立
て
た
ま
ま
ゆ

で
る
（
卵
の
と
が
っ
た
ほ
う
を
下
に
）
と
い
う

方
法
も
。
転
が
す
手
間
が
省
け
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
ろ
う
と
型
に
巻
い
て
、
な

べ
の
縁
に
ク
リ
ッ
プ
な
ど
で
止
め
、
そ
の
中
に

卵
を
割
り
入
れ
て
ゆ
で
れ
ば
三
角
す
い
の
ゆ
で

卵
が
で
き
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
ペ
ー
パ
ー
フ
ィ

ル
タ
ー
を
使
え
ば
さ
ら
に
簡
単
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
の
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
に
ど
う
ぞ
。

言
ふ
だ
け
の
妻
の
指
図
に
囲
解
く
　
　
　
　
上
谷
内
　
池
島
千
恵
子

角
巻
の
方
言
温
し
無
人
駅
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
丸
　
北
原
　
テ
イ

結
納
の
目
録
華
や
ぐ
冬
座
敷
　
　
　
　
　
　
小
栗
山
　
片
桐
　
　
村

平
凡
に
生
き
て
悔
い
な
き
春
炬
燵
　
　
　
　
相
野
原
　
大
橋
て
つ
じ

村
静
か
水
音
だ
け
が
春
を
告
ぐ
　
　
　
　
　
猿
　
橋
　
岩
野
　
チ
ユ

囲
解
く
朝
日
を
入
れ
て
厨
窓
　
　
　
　
　
　
相
野
原
　
田
中
　
重
男

◎
ポ
ケ
ッ
ト
の
鉛
筆
探
し
山
笑
う
　
　
　
　
上
岩
田
　
大
久
保
ヨ
ネ

＊
評
　
こ
ん
な
と
こ
に
鉛
筆
が
あ
っ
た
て
…
歳
だ
ね
。

　
　
　
山
も
笑
っ
て
る
山
笑
う
は
春
の
季
語
。

俳
　
壇

今
井
　
勝
人

選

ご
意
見･

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
　
　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
自
慢
、
手
作
り
自
慢
、
文
芸
・
園
芸
作
品
、
ち
ょ
っ
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
お
寄
せ
下
さ
い
。
　
　
役
場
企
画
商
工
課

目から
ウロコ目から
ウロコ

　
早
い
も
の
で
、
こ
の
広
報
に
文
を

載
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一

年
が
経
ち
ま
す
。
こ
れ
が
き
っ
か
け

で
、
様
々
な
場
所
に
顔
を
出
さ
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
知
ら
な
い
人
と
も
話

が
出
来
た
り
、
新
し
い
経
験
を
沢
山

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
次
の
方
に
｜
と
考
え
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
の

コ
ー
ナ
ー
が
定
着
す
る
ま
で
、
新
し

く
文
を
寄
せ
て
頂
け
る
田
中
さ
ん
と

共
に
、
も
う
少
し
続
け
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
友
香
）

　
こ
の
度
、
荒
井
さ
ん
の
御
紹
介
に

よ
り
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
田
中
洋

子
で
す
。
小
国
生
ま
れ
、
小
国
育
ち

の
三
児
の
母
で
す
。
末
娘
が
保
育
園

へ
入
園
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
多

方
面
に
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
ま
た
沢

山
の
経
験
を
し
、
色
々
な
人
に
会
い

た
い
な
ア
と
考
え
て
い
ま
す
。
文
章

を
書
く
の
は
超
久
し
ぶ
り
で
、
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
洋
子
）

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が

加
わ
り
ま
し
た

小国風小国風
ほろっとほろっと

町のプロフィール  例規集 一集落一事業 姉妹都市 町へのメッセージ 

　 i- modeのコンテンツはこちら
　  交通アクセスはこちら

3/20 イベント情報を更新しました。

3/20 参議院新潟県選出議員補欠選挙についてのお知らせ

3/20 ワイン風ぎんなん酒予約受付中

3/20 棚田のオーナーになりませんか？

3/20 特産品を年4回頒布。小国グリーンランドの会員募集中
3/20 ホームページをリニューアルしました。

【自然】小国町の自然を紹介：森／水／川／虫／山野草／雪／棚

【四季の小国探訪】小国町の四季の見どころやイベントを紹介。

【観光・文化・産業】辿る（史跡巡り）／見る（観光施設）／遊ぶ
（レジャー施設）／継ぐ（文化）／買う（お土産）／食べる／
る／体験／木工品

【役場便り】くらしの窓口／福祉と介護／生活と環境／教育・文
化／町の施設／農業・農地／税金／防災／情報／サービス・各
談／あなたの声を町政に／入札について

【町のプロフィール】町の花・町の木

【一集落一事業】各集落独自の事業を紹介

【姉妹都市紹介】スイス・ロマンティエ／東京都武蔵野市

小
国
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

URL http://www.town.oguni.niigata.jp/

３月20日オープン

各種申請用紙等ダウンロードできます
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お知らせ

　
検
察
審
査
会
は
、
11
人
の
検

察
審
査
員
が
検
察
官
の
し
た
不

起
訴
処
分
（
犯
罪
の
容
疑
者
を

刑
事
裁
判
に
か
け
な
い
こ
と
）

に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か

等
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。
地

方
裁
判
所
の
所
在
地
に
全
国
で

２
０
１
庁
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
員
は
、
選
挙
権
の

あ
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
ま
す
。
審
査
は
、
犯
罪
の

被
害
者
（
遺
族
）
等
か
ら
の
審

査
申
立
て
を
受
け
て
又
は
検
察

審
査
会
自
ら
行
い
ま
す
。
審
査

の
結
果
に
よ
っ
て
不
起
訴
処
分

の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
の
照

会
先
、
不
起
訴
処
分
に
納
得
で

き
な
い
方
の
相
談
先
は
、
各
検

察
審
査
会
事
務
局
で
す
。

●
恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者

　
の
皆
さ
ま
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

　
総
務
省
所
管
の
認
可
法
人
で

あ
る
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
、
内

閣
総
理
大
臣
の
書
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給

欠
格
者
の
方

⒧
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、

　
加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
３

　
年
以
上
の
方
及
び
実
在
職
年

　
が
１
年
以
上
の
方
に
、
内
閣

　
総
理
大
臣
名
の
書
状
・
銀
杯

　
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

⑵
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
方
で
、

　
加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
３

　
年
以
上
の
方
及
び
実
在
職
年

　
が
１
年
以
上
の
方
に
、
内
閣

　
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

　
し
て
い
ま
す
。

⑶
右
記
対
象
者
で
、
請
求
を
行

　
な
う
こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ

　
た
方
に
、
ご
遺
族
か
ら
の
請

　
求
に
応
じ
て
対
象
者
あ
て
の

　
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

　
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※
⑶
の
請
求
期
限
…
平
成
17
年

　
３
月
31
日

終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

　
昭
和
42
年
の
引
揚
者
特
別
交

付
金
を
受
給
さ
れ
た
方
に
、
内

●
平
成
14
年
度

　｢

児
童
福
祉
週
間
」

　(

５
月
５
日
〜
１
週
間)

　
標
語
決
定

　
次
の
作
品
が
平
成
14
年
度
「
児

童
福
祉
週
間
」
の
標
語
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。（
応
募
総
数

４
、５
８
３
点
）

心
で
聴
こ
う
　
こ
ど
も
の
言
葉

心
で
観
よ
う
　
子
ど
も
の
姿
　

　
竹
下
朱
美
さ
ん
（
愛
知
県
）

の
作
品
で
す
。

●
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　
検
察
審
査
会

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
35
・
２
１
４
１

告
　
　
知

●
新
卒
者
対
象

　
求
人
受
理
説
明
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柏
崎
学
卒
担
当

☎
０
２
５
７
・
23
・
２
１
４
０

Ｆ
０
２
５
７
・
22
・
９
９
３
２

　
平
成
15
年
３
月
新
規
学
校
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
す
る
求
人

受
理
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
４
月
12
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜

場
　
　
所
　
柏
崎
市
田
塚
３
―

　
11
―
50
柏
崎
勤
労
者
総
合
福

　
祉
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
柏
崎

参
加
対
象
　
柏
崎
職
安
管
内
の

　
事
業
所

説
明
内
容
　
雇
用
情
勢
・
求
人

　
票
記
載
の
注
意
事
項
・
ｊ
ｒ

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
概
要

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。（
請
求
期
限
…

平
成
15
年
３
月
31
日
）

◆
請
求
書
類
は
、
各
市
町
村
の

福
祉
関
係
の
担
当
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
一
般
求
職
者
給
付
を
受
給
し

　
て
い
な
い
こ
と

◆
貸
付
限
度
額
　
月
20
万
円

◆
貸
付
期
間
　
１
２
ヶ
月
以
内

◆
貸
付
金
利
率
　
年
３
％

◆
連
帯
保
証
人
　
原
則
２
名

◆
償
還
　
６
ヶ
月
の
据
置
期
間

　
経
過
後
５
年
以
内

◆
申
込
先

　
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
老
人
憩
い
の
家
延
命
荘
内
）

　
☎
95
・
２
０
２
７

　
詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
又
は
お
近
く
の
民
生
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２　田中富志夫　　９　杉原　敏夫
16　佐々木藤枝　　23　湯本チヨ子
30　飯田　弘二

延命荘　☎95-2027

心配ごと相談 午前10時～午後３時４月

卵
の
保
存
方
法
と

ゆ
で
卵
づ
く
り
の
ウ
ラ
技

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

暮
ら
し
の

　
「
食
品
の
優
等
生
」
と
い
わ
れ
る
卵
。
値
段

が
安
く
栄
養
価
も
高
い
と
い
う
身
近
で
頼
も
し

い
食
材
で
す
。

　
た
ん
ぱ
く
質
を
筆
頭
に
、
脂
肪
、
リ
ン
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
、
人
体
に
必

要
な
栄
養
素
が
ほ
ぼ
ま
ん
べ
ん
な
く
含
ま
れ
て

い
て
「
完
全
食
品
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
気
に

な
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
正
常
な
人
の
場
合
は
一
日
一
個
く
ら
い
は

大
丈
夫
。
む
し
ろ
欠
か
さ
ず
に
食
べ
る
ほ
う
が

健
康
の
た
め
に
い
い
の
で
す
。

　
卵
は
か
な
り
長
持
ち
す
る
生
鮮
食
品
で
す

が
、
生
食
す
る
場
合
は
、
必
ず
容
器
な
ど
に
表

示
さ
れ
て
い
る
賞
味
期
限
内
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
賞
味
期
限
内
で
も
、
殻
が
割

れ
て
い
た
り
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
は
生
食
を

避
け
、
で
き
る
だ
け
早
く
過
熱
料
理
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
冷
蔵
庫
で
の
保
存
は
、
と
が

っ
た
ほ
う
を
下
に
す
る
ほ
う
が
新
鮮
さ
を
保
て

ま
す
。

　
さ
て
、
数
あ
る
卵
料
理
の
中
で
も
最
も
簡
単

で
利
用
頻
度
も
高
い
の
が
ゆ
で
卵
。
黄
身
が
中

心
に
く
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
は
し
で
転
が
し

な
が
ら
ゆ
で
る
方
法
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
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